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文責 伊藤美佳 

運動会の練習進む！ 

 先週は体育館での練習でしたが、雨が上がった８日（水）からは運動場での練習が始

まりました。風が強い中、自分たちで位置確認や通し練習をしていました。低学年のダ

ンスも、日に日に上手になってきて、笑顔で楽しそうに踊る姿が微笑ましいです。中学

年は、勇ましいかけ声が聞こえてきて、元気いっぱいに踊る姿が格好いいです。高学年

は、一人演技で自分と闘い、二人、三人と仲間とともに協力して演技をする姿が凛々し

いです。相手を信頼して体を預けることは、怖いことでしょう。それでも、仲間を信じ

て練習する姿から、本番の成功を勝ち取り、心が喜びで溢れている姿が想像できます。 

 どの学年の演技種目も、すぐにできるものではありません。自分で練習したり、仲間

と協力したりして出来上がるものです。子どもたちが、今だからこそ得られる達成感や

成就感を得られるように、残りの練習も緊張感をもって支えていきたいです。 

豊坂っ子 成長日記 

・朝、横断歩道で止まってくれた車に、大きな声で「ありがとうございます」と言える豊

坂っ子が増えました。大きな声で「おはようございます」と言って登校してくる豊坂

っ子も増えました。「笑顔であいさつ」の輪が益々広がることを期待します。 

子どもたちのために 

連休が終わり、運動会に向けて練習を再開しました。休み疲れを心配しましたが、子

どもたちは元気に登校してくれて一安心です。 

連休中に地域の方々が、子どもたちの学びがスムーズにいくように支援をしてくださ

いました。 

一つ目は、ビオトープの生い茂った木の枝を剪定してくださったことです。各学年の

畑やナスの鉢にかかる木の枝を剪定してくださったので、これから植える野菜や花が大

きく育つことでしょう。ナスもたくさん収穫できることを期待したいです。きっかけと

なったのは、昨年度の卒業生がビオトープの整備を奉仕作業としてやってくれたことで

す。そこでかかわってくださった地域の方から、「ナンジャモンジャの木にケヤキの木が

かぶさっていて、枯れかかっているよ。切ってもよければ切るけど」と言っていただき、

２日（木）の夕方にケヤキとアキニレの枝を切ってくださいました。切った枝はナンジ

ャモンジャの近くにおいてあります。「もう少し細かく切って乾燥させておけば、焼き芋

パーティーのときに使えるよ」とも教えていただきました。 

二つ目は、ナスおじさんたちによる土づくりです。土に肥料を混ぜ、３年生が植える

鉢に分けて入れておいてくださいました。６年生の畑は、畝をつくり、水の出るホース

を入れてマルチシートをかけ、いつでも植えられる状態にしてくださるとともに、ナス

が大きくなって誘引するための支えも取りつけてくださいました。 

このように、子どもたちの学びを助けてくださる地域の方々がいてくださることで、

多くの体験や経験をさせることができ、豊坂っ子の成長を感じられることを本当にうれ

しく思います。 


